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　本ビジョンでは、事業の「結果」に加え、小さな取組から生まれる対話やつながりといった「関係」や「過程」
も大切にします。本ビジョンの推進に向け、関係や過程の価値を定量化し、既存の評価に加えてこれらの価値
を付加することで、一つ一つの取組の意義を高めていきます。このような事業価値の定量化の仕組みを構築す
る中で、ビジョンの指標として過程の価値を測る指標を設定します。

ビジョンの推進のために

事業を実施したことによって生まれた「結果」を定量化結果の価値
項目例 内容
参加者数

活動ビュー数

公演日の来場者数。参加型の公演や講座等への参加者数など

事業の宣伝や紹介記事のビュー数(インターネットの閲覧数等)など

事業に関わった個人や団体との関係性、事業実施から派生した新たな活動といった「関係」
を定量化

関係の価値

運営参画者数

参画者の領域数

活動の派生数

項目例 内容
事業の主催者以外の関係者で、企画や運営に関わった個人や団体の数など

事業の企画・運営に関わる人の職域、専門分野の数など

事業実施後に、新たな事業や担い手(企画実施者)が創出された数など

事業実施に至るまでの相談や話し合い、事業実施中に発生する対話といった「過程」を定量化過程の価値

相談件数

サポート事業数

対話時間

項目例

事業実施において、公益財団法人いたみ文化・スポーツ財団等の専門機関が受けた相談の数など

事業実施まで、または事業に関する直接的な関係者にたどり着くまでの伴走支援の取組数など

人数×時間で導き出される「対話」の量など

内容

※上記項目は一例です。適宜これらの価値を付加することを通じて事業の意義や効果を検証していきます。

1.推進に向けた考え方　~関係と過程の価値の定量化~ 

2.ビジョンの指標 
　本ビジョンにおける取組がどのような効果をあげているかを測る指標は次の通りです。今後、検証・評価を
踏まえた施策の改善や見直しにつなげます。なお、12 年後の目指す値は、伊丹市を取り巻く社会情勢等を勘案
しつつ、進捗状況をみながら令和 10(2028) 年度に改めて設定します。

市内文化施設の年間来館者数

活動が新たな取組へと派生した事業数

(過程の価値を測る指標)

伊丹市の文化芸術に関する環境への総合的な満足度

この1年間に文化芸術を鑑賞したことがある
18歳以上

こども世代

指標 現状
(令和5年度)

令和
10年度

12年後の
目指す値

この1年間に文化芸術の活動を行ったことがある
18歳以上

こども世代
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他分野と連携した取組数 (観光、まちづくり、国際交流、福祉、 教育、産業等と連携した事業数の合計)

65.5% 69%

75.8% 79%

19.3% 22%

38.0% 41%

407,776人 410,000人

新規10件
(延べ件数)

新規5件
(延べ件数)

41.1% 44%
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令和7年度以降、
検証を踏まえて設定
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